










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































党派 集団名 結成年月 中心人物 機関誌 備考












大日本青年 1913年1月 前田郁（1889年鹿児島県 r大正之日本』
党 生まれ。明大出身。1947
年衆議院議員）







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































演説会名称 開催年月日 会場・地名 弁　　士 備　考
第1回国民 1917年1月 大阪，京都，神 橋本／松平康国，中島気岬， 主催は国民義会
義会遊説 11日～17日 戸，名古屋 河野巳一，浮川弥太郎
























第6回政談 2月8日 六本木麻布亭 橋本，加藤新，山田忠正，加
大演説会 藤勘十，尾崎士郎／稲垣範氏，
徳島元太郎
第2回国民 3月1EI～ 九州・中国・四 橋本／松平康国，中島気峨， 主催は国民義会
義会遊説 19日 国地方の14都市 浮川弥太郎




第3回国民 3月25日 東北・北陸地方 橋本，加藤勘十（途中離脱）， 主催は国民義会
義会遊説 ～4月15日 の20都市 尾崎士郎（途中参加）／松平
康国，中島気岬，河野巳一
東洋文化研究13号　　278
演説会名称 開催年月日 会場・地名 弁　　士 備　考




第1回政談 6月18日 神田青年会館 橋本，山田忠正，加藤勘十／ 総選挙後の第1
大演説会 浮川弥太郎，瀧国雄（丁未倶 回演説会
楽部）
第2回政談 6月19日 新橋倶楽部 同上
大演説会
第3回政談 6月22日 日本橋芳町倶楽 同上
大演説会 部





第5回政談 6月24日 浅草東橋亭 橋本，越智梅造，山田忠正，
大演説会 加藤勘十／浮川弥太郎
第6回政談 6月25日 中渋谷稲荷亭 同上
大演説会






第8回政談 7月4日 根津寿亭 同上
大演説会
第9回政談 7月5日 牛込八千代倶楽 橋本，越智梅造，山田忠正，
大演説会 部 加藤勘十
岐阜県遊説 7月5日～ 郡上郡八幡町 山田忠正，加藤勘十
8日
第4回国民 11月8日～ 大阪，神戸，広 橋本（大阪のみ）／五百木良 主催は国民義会
義会遊説 24日 島，福岡，熊本， 三，押川方義，中島気岬，河
名古屋 野己一，浮川弥太郎，宇治村
敏森田義郎






演説会名称 開催年月日 会場・地名 弁　　士 備　考
第2回寺内 11月26日 本所業平座 橋本，加藤新，山田忠正，加
内閣弾劾演 藤勘十，尾崎士郎，田村満治，
説会 矢部周／浮川弥太郎












第4回寺内 1918年1月 新橋倶楽部 橋本，加藤新，山田忠正，加
内閣弾劾演 24日 藤勘十，尾崎士郎，田村満治，
説会 矢部周
第5回寺内 1月29日 四谷倶楽部 同上
内閣弾劾演
説会
第6回寺内 2月1日 神田南明倶楽部 橋本，山田忠正，加藤勘十，
内閣弾劾演 田村満治，矢部周
説会
第7回寺内 2月4日 浅草公園裏あつ 橋本，山田忠正，加藤勘十， 尾崎士郎が言禍
内閣弾劾演 ま 尾崎士郎，田村満治，矢部周， を蒙り検束処分
説会 武知勇記
第8回寺内 2月7日 牛込八千代倶楽 同上
内閣弾劾演 部
説会
第9回寺内 2月13日 根津歌音本 同上
内閣弾劾演
説会









演説会名称 開催年月日 会場・地名 弁　　士 備　考
第2回出兵 4月12日 大塚西信寺 橋本，山田忠正，加藤勘十，
問題大演説 田村満治，矢部周，武知勇記
A調
第3回出兵 4月18日 本郷倶楽部 同上
問題大演説
A云
第4回出兵 4月24日 下谷竹町倶楽部 橋本，加藤勘十，田村満治，
問題大演説 矢部周，武知勇記
A広
第5回出兵 4月24日 千住演芸館 橋本，山田忠正，加藤勘十，
問題大演説 田村満治，矢部周，武知勇記
会 ／浮川弥太郎
愛媛遊説 8月9日～ 松山，中山町， 橋本，武知勇記／武知健三 15日の演説会は
25日 大洲町，郡中町 （勇記の弟，一大帝国社愛媛 米騒動の影響に
支局員）ほか より中止
注記）　「立憲青年党活躍史」『一大帝国』2巻3号～3巻6号，1917年3月～1918年6月及び同誌掲載の遊
　　説報告記事より作成。弁士中「／」以下は立憲青年党以外の参加者。
び
之
に
迎
合
せ
ん
と
す
る
一
派
の
政
権
を
掌
握
せ
る
間
は
言
ふ
べ
く
　
　
　
　
　
　
ま
　
し
て
不
可
能
の
事
」
と
し
て
討
閥
（
内
閣
弾
劾
）
運
動
を
優
先
す
べ
き
と
す
る
「
国
士
」
に
対
し
て
、
「
新
人
」
は
次
の
よ
う
に
、
普
通
選
挙
こ
そ
が
最
優
先
課
題
で
あ
る
こ
と
を
公
言
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。　
　
討
閥
運
動
ー
あ
＼
そ
れ
も
必
要
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
　
　
し
、
そ
れ
が
砂
く
と
も
、
現
在
の
議
会
に
於
け
る
民
党
を
助
け
　
　
　
　
　
ロ
マ
こ
　
　
て
与
党
を
紛
砕
す
る
と
い
ふ
丈
け
の
意
味
で
あ
る
な
ら
ば
討
閥
　
　
運
動
は
政
治
の
根
本
改
造
に
就
て
殆
ん
ど
交
渉
の
無
い
事
業
で
　
　
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
現
代
の
政
治
は
誰
が
内
閣
総
理
大
臣
に
な
　
　
つ
て
如
何
な
る
善
政
を
行
つ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
は
国
民
に
は
何
　
　
等
の
関
係
の
無
い
問
題
で
あ
る
が
故
で
あ
る
〔
中
略
〕
選
挙
権
　
　
拡
張
　
　
普
通
選
挙
、
あ
＼
問
題
は
是
等
の
実
施
の
後
に
あ
る
、
　
　
　
　
　
　
け
　
　
　
後
に
あ
る
。
　
そ
し
て
米
騒
動
を
迎
え
る
頃
、
双
方
は
各
々
の
志
向
す
る
方
向
へ
と
歩
を
速
め
て
ゆ
く
。
そ
の
象
徴
と
も
い
え
る
の
が
、
「
軍
閥
打
破
号
」
と
し
て
発
行
さ
れ
た
『
一
大
帝
国
」
三
巻
七
号
（
一
九
一
八
年
七
月
）
で
あ
る
。
編
集
部
は
あ
ら
か
じ
め
発
売
禁
止
の
厄
を
避
け
る
た
め
、
「
新
人
」
グ
ル
ー
プ
の
尾
崎
・
矢
部
周
両
人
の
原
稿
掲
載
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
見
送
る
と
い
う
措
置
を
と
る
。
し
か
し
同
号
は
結
局
発
禁
。
「
暗
殺
ヲ
教
唆
シ
又
ハ
之
ヲ
誘
発
ス
ル
虞
ア
ル
モ
ノ
」
と
し
て
そ
の
因
を
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
の
は
、
「
国
士
」
た
る
橋
本
の
山
県
有
朋
批
判
で
あ
っ
た
。
当
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
局
側
に
し
て
み
れ
ば
、
急
進
化
す
る
党
内
左
派
を
抑
え
込
ん
だ
党
内
右
派
に
し
た
と
こ
ろ
が
、
急
進
的
で
あ
る
と
い
う
一
点
に
お
い
て
は
東伊察考一
るす関に動運　年青外院「の期正大囮
全
く
相
違
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
左
右
に
弛
緩
し
た
党
内
の
紐
帯
を
前
に
、
橋
本
は
再
度
の
総
括
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
お
わ
り
に
　
一
九
一
九
年
三
月
、
『
一
大
帝
国
』
は
『
労
働
世
界
』
と
改
題
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
れ
、
立
憲
青
年
党
の
運
動
は
第
三
次
段
階
へ
と
移
行
す
る
。
そ
れ
は
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
状
況
の
浸
潤
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
党
内
分
裂
を
受
け
る
格
好
で
橋
本
が
下
し
た
一
つ
の
決
断
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
立
憲
青
年
党
の
綱
領
も
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
。
　
　
一
、
本
党
一
切
ノ
行
動
ハ
国
本
ノ
大
道
二
準
拠
ス
ル
コ
ト
　
　
ニ
、
国
民
外
交
ノ
樹
立
ヲ
期
ス
ル
コ
ト
　
　
三
、
現
行
法
制
ヲ
改
廃
シ
テ
普
通
選
挙
制
度
ヲ
採
用
シ
憲
政
ノ
　
　
　
　
実
果
ヲ
収
メ
ル
コ
ト
　
　
四
、
現
行
税
制
ヲ
改
革
シ
テ
民
力
負
担
ノ
均
衡
ヲ
計
ル
コ
ト
　
　
五
、
現
行
産
業
組
織
ヲ
改
善
シ
テ
労
働
者
ノ
社
会
的
地
位
ヲ
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ソ
　
　
　
　
上
セ
シ
メ
ル
コ
ト
　
こ
れ
が
「
国
士
」
的
な
方
向
性
（
一
・
二
項
）
と
「
新
人
」
的
な
方
向
性
（
三
項
以
下
）
と
の
折
衷
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
な
か
で
も
第
三
次
立
憲
青
年
党
が
重
視
し
た
の
は
後
者
、
す
な
わ
ち
普
通
選
挙
の
即
行
と
労
働
問
題
の
解
決
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
後
、
橋
本
は
反
政
友
会
系
統
の
院
外
青
年
の
い
ま
一
人
の
雄
・
西
岡
竹
次
郎
と
手
を
組
み
、
青
年
改
造
連
盟
と
い
う
名
実
備
え
た
「
青
年
連
合
軍
」
を
率
い
て
普
選
運
動
の
先
頭
を
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。
　
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
第
三
次
時
代
に
お
け
る
国
内
問
題
（
労
働
問
題
）
の
重
視
と
選
挙
権
拡
張
運
動
（
普
選
運
動
）
へ
の
取
り
組
み
、
そ
れ
は
方
向
性
に
お
い
て
は
第
一
次
時
代
（
専
ら
国
内
問
題
を
政
治
的
争
点
と
捉
え
、
選
挙
権
の
拡
張
を
基
本
命
題
と
し
た
）
へ
と
回
帰
し
て
い
る
。
ま
た
第
二
次
時
代
に
し
て
も
、
対
外
問
題
に
は
意
を
払
わ
ず
、
国
内
の
民
主
化
、
と
り
わ
け
普
通
選
挙
の
実
現
を
最
優
先
し
た
「
新
人
」
の
方
向
性
が
、
や
は
り
第
一
次
立
憲
青
年
党
の
そ
れ
と
酷
似
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
　
第
二
次
陣
営
の
内
部
に
お
け
る
相
反
す
る
志
向
性
の
共
存
、
そ
れ
は
世
代
集
団
内
部
に
お
け
る
世
代
差
と
し
て
単
純
に
片
づ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
意
味
を
含
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。
「
内
な
る
他
者
」
と
し
て
の
「
新
人
」
の
存
在
は
、
「
国
士
」
の
台
頭
に
よ
っ
て
一
旦
は
途
切
れ
た
か
に
み
え
る
院
外
青
年
運
動
の
一
貫
性
を
暗
に
物
語
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
か
。
つ
ま
り
以
上
の
分
析
か
ら
浮
上
し
て
く
る
の
は
、
第
二
次
運
動
の
底
部
を
流
れ
第
三
次
運
動
の
脚
下
に
噴
き
出
す
一
定
の
方
向
性
の
存
在
、
換
言
す
れ
ば
、
第
一
次
運
動
の
方
向
性
が
、
院
外
青
年
運
動
の
諸
段
階
を
貫
き
流
れ
て
い
る
と
い
う
歴
史
像
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
　
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
若
者
と
政
治
と
の
関
係
史
と
い
う
観
点
か
ら
い
え
ば
、
そ
う
し
た
若
者
の
政
治
運
動
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
生
ん
だ
日
露
戦
後
か
ら
大
正
前
期
に
か
け
て
の
時
期
の
画
期
性
を
裏
づ
け
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
大
正
後
期
以
降
を
見
据
え
る
上
に
お
い
て
も
欠
か
せ
ぬ
参
照
軸
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
と
282東洋文化研究13号
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
院
外
青
年
運
動
が
辿
り
着
い
た
「
青
年
党
」
と
い
う
世
代
的
・
政
治
的
姿
勢
と
そ
の
方
向
性
は
、
や
が
て
全
国
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
　
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
地
域
「
青
年
党
」
運
動
へ
と
継
受
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
見
届
け
る
よ
う
に
し
て
代
議
士
へ
と
上
り
詰
め
る
彼
ら
自
身
が
、
そ
う
し
た
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
保
持
／
放
榔
し
つ
つ
日
本
の
議
会
政
治
を
担
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
　
最
後
に
残
さ
れ
た
課
題
を
三
点
提
示
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
冒
頭
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
本
稿
の
議
論
を
同
時
期
の
学
生
の
政
治
運
動
や
党
派
を
異
に
す
る
院
外
青
年
の
動
向
と
絡
め
て
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、
本
稿
で
は
分
析
の
及
び
切
ら
な
か
っ
た
第
三
次
立
憲
青
年
党
の
実
態
解
明
を
前
提
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
立
憲
青
年
党
の
分
岐
点
が
二
大
政
党
制
へ
の
移
行
と
い
う
政
治
体
制
の
転
換
点
と
座
標
を
同
じ
く
し
て
い
る
と
い
う
事
実
も
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。
今
後
、
政
治
情
勢
の
変
化
と
運
動
と
の
相
関
関
係
に
よ
り
踏
み
込
む
た
め
に
も
、
彼
ら
の
党
派
を
捨
象
せ
ず
、
「
院
外
青
年
」
と
い
う
分
析
枠
組
み
の
有
効
性
を
自
問
し
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
第
二
の
課
題
で
あ
る
。
最
後
に
、
本
稿
で
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
第
二
次
・
第
三
次
立
憲
青
年
党
に
は
後
の
婦
人
運
動
家
・
和
田
（
奥
）
む
め
お
が
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
言
動
は
院
外
青
年
運
動
を
ジ
ェ
ン
ダ
i
史
の
観
点
か
ら
捉
え
直
す
上
で
の
導
き
の
糸
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。
併
せ
て
続
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。
注
（
1
）
　
例
え
ば
、
岡
義
武
「
日
露
戦
争
後
に
お
け
る
新
し
い
世
代
の
成
長
　
　
ー
明
治
三
八
年
～
大
正
三
年
　
上
・
下
」
「
思
想
』
五
一
二
・
五
一
　
　
三
号
、
一
九
六
七
年
二
・
三
月
、
岡
和
田
常
忠
「
青
年
論
と
世
代
論
　
　
－
明
治
期
に
お
け
る
そ
の
政
治
的
特
質
」
『
思
想
』
五
一
四
号
、
　
一
　
　
九
六
七
年
四
月
な
ど
。
（
2
）
　
立
憲
青
年
党
は
従
来
、
「
国
民
党
の
院
外
青
年
組
織
の
色
が
強
い
」
　
　
↓
「
同
志
会
－
憲
政
会
系
の
院
外
組
織
・
国
民
義
会
の
青
年
部
的
な
　
　
色
彩
」
（
宮
地
正
人
『
日
露
戦
後
政
治
史
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
　
　
会
、
一
九
七
三
年
、
三
五
〇
頁
）
あ
る
い
は
「
同
志
会
な
い
し
国
民
　
　
党
の
院
外
青
年
組
織
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」
（
伊
藤
　
　
隆
『
大
正
期
「
革
新
」
派
の
成
立
』
塙
書
房
、
　
一
九
七
八
年
、
二
四
　
　
六
頁
）
な
ど
と
い
っ
た
よ
う
に
、
専
ら
既
成
党
派
の
別
働
隊
と
し
て
　
　
の
み
扱
わ
れ
て
き
た
。
近
年
、
有
馬
学
氏
が
「
反
藩
閥
、
反
政
友
会
、
　
　
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
立
憲
同
志
会
・
憲
政
会
に
近
い
が
そ
れ
と
も
一
　
　
線
を
画
す
と
い
う
こ
の
集
団
〔
丁
未
倶
楽
部
や
立
憲
青
年
党
〕
は
、
　
　
第
一
次
世
界
大
戦
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
政
治
に
お
い
て
確
実
に
一
　
　
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
」
と
の
再
評
価
を
行
っ
た
が
（
『
日
本
　
　
の
近
代
四
　
「
国
際
化
」
の
中
の
帝
国
日
本
』
中
央
公
論
新
社
、
一
　
　
九
九
九
年
、
五
七
頁
）
、
通
時
的
な
実
態
は
未
解
明
で
あ
る
し
、
政
　
　
友
会
系
統
を
も
含
め
た
「
院
外
青
年
」
と
い
う
包
括
的
な
分
析
枠
組
　
　
み
に
つ
い
て
も
い
ま
だ
試
み
ら
れ
て
は
い
な
い
。
（
3
）
　
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
伊
東
久
智
「
「
老
人
支
配
」
へ
の
挑
戦
　
　
－
日
露
戦
後
の
「
青
年
」
論
・
「
青
年
」
政
治
運
動
に
み
る
「
老
い
」
　
　
認
識
」
『
ア
ジ
ア
民
衆
史
研
究
』
一
三
集
、
二
〇
〇
八
年
八
月
を
参
　
　
照
。
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（
4
）
　
黒
岩
周
六
「
青
年
と
政
治
思
想
」
『
日
本
及
日
本
人
』
五
七
三
号
、
　
　
一
九
一
二
年
一
月
、
四
七
頁
。
（
5
）
　
橋
本
徹
馬
「
再
び
国
際
上
の
危
機
を
痛
論
し
て
青
年
諸
君
の
発
憤
　
　
を
望
む
」
『
一
大
帝
国
』
二
巻
＝
二
号
、
一
九
一
七
年
一
二
月
、
一
　
　
三
頁
。
（
6
）
　
橋
本
の
学
籍
に
つ
い
て
は
、
「
明
治
四
三
年
度
学
費
領
収
簿
　
高
　
　
等
予
科
（
甲
）
」
、
「
明
治
四
四
年
度
学
費
領
収
簿
　
専
門
部
政
治
経
　
　
済
科
」
、
「
明
治
四
五
年
度
学
費
領
収
簿
　
専
門
部
政
治
経
済
科
」
　
　
（
い
ず
れ
も
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
「
三
号
館
旧
　
　
蔵
資
料
」
所
収
）
に
よ
る
。
（
7
）
　
大
隈
重
信
を
会
長
と
す
る
中
央
青
年
会
の
機
関
誌
と
し
て
一
九
一
　
　
〇
年
七
月
に
創
刊
。
橋
本
の
ほ
か
、
後
に
代
議
士
と
な
る
桜
井
兵
五
　
　
郎
や
雑
誌
『
改
造
』
の
初
代
編
集
長
と
な
る
横
関
愛
造
な
ど
が
参
加
　
　
し
て
い
る
。
（
8
）
　
立
憲
青
年
党
本
部
「
綱
領
」
『
世
界
之
日
本
』
三
巻
四
号
、
　
一
九
　
　
一
二
年
四
月
、
巻
頭
。
（
9
）
　
下
山
利
春
「
現
代
青
年
論
　
所
謂
新
人
に
与
ふ
」
、
同
上
、
三
五
　
　
頁
。
（
1
0
）
　
警
視
庁
規
画
課
教
養
係
「
大
正
二
年
騒
擾
事
件
記
録
」
荻
野
富
士
　
　
夫
編
・
解
題
『
特
高
警
察
関
係
資
料
集
成
第
一
九
巻
　
特
高
関
係
重
　
　
要
資
料
』
不
二
出
版
、
一
九
九
三
年
。
な
お
、
こ
う
し
た
若
者
の
動
　
　
き
に
い
ち
早
く
着
目
し
、
関
係
構
築
へ
と
動
い
た
の
は
犬
養
毅
率
い
　
　
る
国
民
党
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
伊
東
久
智
「
立
　
　
憲
国
民
党
と
青
年
－
雑
誌
『
青
年
』
の
分
析
か
ら
」
『
日
本
歴
史
』
　
　
七
三
三
号
、
二
〇
〇
九
年
六
月
を
参
照
。
（
1
1
）
　
〔
年
頭
所
感
〕
『
大
正
之
日
本
』
四
巻
一
号
、
一
九
一
六
年
一
月
、
　
　
巻
末
。
（
1
2
）
　
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
伊
東
久
智
「
政
友
会
の
院
外
団
と
「
院
　
　
外
青
年
」
」
安
在
邦
夫
ほ
か
編
著
『
近
代
日
本
の
政
党
と
社
会
』
日
　
　
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
九
年
を
参
照
。
同
系
統
に
は
集
団
結
成
へ
　
　
は
向
か
わ
ず
、
直
接
院
外
団
入
り
す
る
大
野
伴
睦
の
よ
う
な
若
者
も
　
　
存
在
し
た
が
、
彼
ら
は
「
青
年
の
活
動
」
に
よ
る
院
外
団
の
「
近
代
　
　
化
」
を
主
張
し
て
後
に
鉄
心
会
（
院
外
団
青
年
部
）
を
結
成
す
る
。
（
1
3
）
　
橋
本
徹
馬
「
総
選
挙
に
対
す
る
青
年
の
覚
悟
」
『
世
界
之
日
本
』
　
　
三
巻
四
号
、
一
九
一
二
年
四
月
、
三
頁
。
（
1
4
）
　
社
説
「
民
党
連
合
論
」
『
世
界
之
日
本
』
三
巻
六
号
、
一
九
一
二
　
　
年
六
月
、
　
一
頁
。
（
1
5
）
　
以
上
、
長
橋
重
兵
衛
「
青
年
の
奮
起
を
要
す
る
所
以
」
『
世
界
之
　
　
日
本
』
四
巻
二
号
、
一
九
＝
二
年
二
月
、
四
・
八
頁
。
（
1
6
）
　
橋
本
徹
馬
「
政
界
横
断
論
」
『
世
界
之
日
本
』
四
巻
六
号
、
一
九
　
　
＝
二
年
六
月
、
一
ニ
ー
＝
二
頁
。
（
1
7
）
　
橋
本
徹
馬
「
三
政
党
比
較
論
　
政
界
横
断
論
（
四
）
」
『
世
界
之
日
　
　
本
』
四
巻
九
号
、
一
九
＝
二
年
九
月
、
五
四
頁
。
（
1
8
）
　
社
説
「
此
憂
ふ
べ
き
風
潮
を
如
何
」
『
世
界
之
日
本
』
四
巻
一
〇
　
　
号
、
一
九
＝
二
年
一
〇
月
、
二
頁
。
（
1
9
）
　
「
演
説
会
近
況
　
立
憲
青
年
党
演
説
会
（
九
月
六
日
）
」
『
雄
弁
』
　
　
四
巻
一
〇
号
、
一
九
＝
二
年
一
〇
月
、
一
六
二
頁
。
な
お
選
挙
権
拡
　
　
張
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
「
極
め
て
時
勢
に
適
切
な
一
厘
一
毛
も
引
　
　
く
事
の
出
来
ぬ
と
云
ふ
切
り
詰
め
た
意
見
」
と
し
て
、
中
学
校
及
び
　
　
同
程
度
の
学
校
の
卒
業
生
に
も
選
挙
権
を
付
与
す
る
こ
と
、
被
選
挙
　
　
権
を
二
五
歳
に
引
き
下
げ
る
こ
と
を
当
面
の
目
標
と
し
て
い
た
（
橋
　
　
本
徹
馬
「
天
下
漸
く
動
か
ん
と
す
　
我
党
の
青
年
選
挙
権
獲
得
運
動
」
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『
世
界
之
日
本
』
五
巻
二
号
、
一
九
一
四
年
二
月
、
二
五
頁
）
。
（
2
0
）
　
安
藤
緑
峰
「
立
憲
青
年
党
奮
戦
史
」
「
世
界
之
日
本
』
五
巻
五
号
、
　
　
］
九
一
四
年
五
月
、
一
八
七
－
一
八
八
頁
。
（
2
1
）
　
肥
田
理
吉
責
任
口
述
（
小
生
夢
坊
・
松
浦
泉
三
郎
責
任
筆
記
）
　
　
『
朝
鮮
疑
獄
の
審
か
れ
る
迄
ー
政
界
・
財
界
・
徹
底
暴
露
秘
話
』
山
　
　
東
社
、
　
一
九
三
一
年
、
四
八
頁
。
（
2
2
）
　
橋
本
徹
馬
「
時
局
に
対
す
る
我
党
の
大
奮
闘
」
『
世
界
之
日
本
』
　
　
五
巻
三
号
、
一
九
一
四
年
三
月
に
は
、
「
そ
れ
か
ら
僕
等
は
更
ら
に
　
　
全
国
青
年
大
会
を
開
か
う
と
し
た
、
然
る
に
何
た
る
事
ぞ
青
年
自
由
　
　
党
は
忽
ち
変
節
し
て
現
内
閣
の
提
灯
持
と
な
り
、
号
外
ま
で
発
行
し
　
　
て
、
民
間
志
士
の
行
動
を
非
難
す
る
に
至
つ
た
、
更
ら
に
大
日
本
青
　
　
年
党
に
於
て
も
幹
部
が
薩
派
と
関
係
あ
る
処
か
ら
兎
角
足
並
揃
は
ず
、
　
　
其
後
の
活
動
は
三
青
年
党
中
独
り
我
党
の
み
の
双
肩
に
掛
る
事
と
な
　
　
つ
た
」
（
二
〇
頁
）
と
あ
る
。
（
2
3
）
　
「
全
国
青
年
大
会
の
生
々
気
」
『
読
売
新
聞
』
一
九
一
四
年
二
月
一
　
　
〇
日
、
「
全
国
青
年
大
会
演
説
」
『
東
京
朝
日
新
聞
』
同
日
な
ど
。
な
　
　
お
美
作
立
憲
青
年
党
は
、
早
稲
田
大
学
出
身
の
松
枝
保
二
を
中
心
と
　
　
し
て
一
九
一
一
年
九
月
に
結
成
。
他
の
類
似
集
団
の
多
く
が
実
際
に
　
　
は
「
其
中
堅
人
物
は
三
十
歳
以
上
、
而
も
山
陰
の
小
大
隈
で
あ
る
と
　
　
か
、
土
地
の
資
産
家
で
あ
る
と
か
、
所
謂
其
土
地
の
有
力
家
名
望
家
　
　
を
中
心
」
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
「
其
中
堅
は
悉
く
二
十
歳
前
後
　
　
で
前
者
に
比
す
れ
ば
全
然
少
年
」
で
あ
っ
た
と
い
う
（
△
○
生
「
美
　
　
作
立
憲
青
年
党
記
事
」
『
雄
弁
』
五
巻
二
号
、
一
九
一
四
年
二
月
、
　
　
二
〇
〇
頁
）
。
（
2
4
）
　
橘
林
生
「
雄
弁
史
上
の
新
紀
元
」
『
雄
弁
』
六
巻
六
号
、
一
九
一
　
　
五
年
六
月
、
二
〇
五
頁
。
（
2
5
）
　
立
憲
青
年
党
「
総
選
挙
に
対
す
る
我
党
の
態
度
」
『
世
界
之
日
本
』
　
　
六
巻
二
号
、
一
九
一
五
年
二
月
、
六
四
頁
。
（
2
6
）
　
立
憲
青
年
党
本
部
「
謹
告
」
『
世
界
之
日
本
』
六
巻
四
号
、
　
一
九
　
　
一
五
年
四
月
、
巻
末
。
（
2
7
）
　
長
橋
重
兵
衛
「
偽
党
撲
滅
の
徹
底
味
」
、
同
上
、
四
頁
。
（
2
8
）
　
例
え
ば
第
一
次
大
戦
の
勃
発
に
し
て
も
、
「
口
で
こ
そ
世
界
的
大
　
　
乱
振
古
未
曾
有
と
言
ふ
も
の
～
、
実
を
云
ふ
と
寝
て
も
眠
ら
れ
ぬ
程
　
　
の
思
慮
を
此
戦
争
に
費
や
し
た
事
は
無
い
」
（
「
我
党
の
時
局
問
題
講
　
　
演
会
」
『
世
界
之
日
本
』
五
巻
一
一
号
、
　
一
九
一
四
年
一
一
月
、
七
　
　
六
頁
）
と
い
う
の
が
彼
ら
の
偽
ら
ぬ
本
音
で
あ
っ
た
。
（
2
9
）
　
橋
本
徹
馬
「
そ
の
日
ー
」
『
世
界
之
日
本
』
六
巻
六
号
、
一
九
　
　
一
五
年
六
月
、
九
四
頁
。
（
3
0
）
　
同
上
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
こ
（
3
1
）
　
橋
本
徹
馬
「
『
世
界
之
日
本
』
よ
り
「
一
大
帝
国
迄
』
」
「
一
大
帝
　
　
国
』
一
巻
一
号
、
一
九
一
六
年
三
月
、
四
頁
。
（
3
2
）
　
橋
本
徹
馬
「
青
年
党
活
躍
の
時
機
」
『
一
大
帝
国
』
　
一
巻
八
号
、
　
　
一
九
一
六
年
九
月
。
（
3
3
）
　
も
っ
と
も
、
『
世
界
之
日
本
』
時
代
に
も
試
み
ら
れ
た
「
修
養
会
」
　
　
（
橋
本
に
よ
る
論
語
講
義
な
ど
が
行
わ
れ
た
）
を
あ
ら
た
あ
て
立
ち
　
　
上
げ
る
な
ど
（
「
一
大
帝
国
修
養
会
の
設
立
」
『
一
大
帝
国
』
］
巻
二
　
　
号
、
一
九
一
六
年
四
月
、
九
七
頁
）
、
双
方
間
に
は
継
続
性
も
存
在
　
　
す
る
。
何
よ
り
、
編
集
・
経
営
の
裏
方
で
『
↓
大
帝
国
』
を
支
え
た
　
　
の
は
、
橋
本
に
私
淑
す
る
「
世
界
之
日
本
修
養
会
」
の
出
身
者
た
ち
　
　
で
あ
っ
た
。
（
3
4
）
　
立
憲
青
年
党
本
部
「
綱
領
」
『
一
大
帝
国
』
　
一
巻
八
号
、
一
九
一
　
　
六
年
九
月
、
巻
頭
。
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（
3
5
）
　
橋
本
徹
馬
「
立
憲
青
年
党
の
主
張
を
明
に
し
て
敢
へ
て
満
天
下
に
　
　
同
志
を
求
む
」
『
一
大
帝
国
』
二
巻
一
号
、
一
九
一
七
年
一
月
。
（
3
6
）
　
橋
本
前
掲
「
青
年
党
活
躍
の
時
機
」
、
三
頁
。
（
3
7
）
　
橋
本
徹
馬
「
青
年
国
士
論
」
『
一
大
帝
国
』
二
巻
三
号
、
一
九
一
　
　
七
年
三
月
、
七
三
頁
。
（
3
8
）
　
一
八
八
五
年
福
島
県
生
ま
れ
。
小
学
校
卒
業
後
、
車
力
挽
な
ど
の
　
　
細
職
を
転
々
と
す
る
。
後
に
後
藤
新
平
に
接
近
し
、
一
九
二
一
年
二
　
　
月
、
東
京
市
社
会
局
の
調
査
事
務
嘱
託
員
と
な
っ
て
い
る
（
『
東
京
　
　
市
公
報
』
五
六
三
号
、
一
九
二
一
年
二
月
一
六
日
）
。
（
3
9
）
　
一
八
九
二
年
愛
知
県
生
ま
れ
。
一
九
一
五
年
一
月
、
日
本
大
学
法
　
　
科
専
門
部
特
科
（
夜
間
部
）
に
入
学
。
雄
弁
会
に
所
属
。
橋
本
と
は
　
　
『
世
界
之
日
本
』
時
代
か
ら
投
書
家
と
し
て
交
流
が
あ
っ
た
。
（
4
0
）
　
加
藤
勘
十
「
閥
族
と
戦
ひ
て
非
命
に
艶
れ
た
る
多
感
の
英
雄
南
洲
　
　
翁
の
霊
を
呼
び
起
し
閥
族
内
閣
の
不
可
な
る
所
以
を
力
説
す
」
『
一
　
　
大
帝
国
』
二
巻
四
号
、
一
九
一
七
年
四
月
、
五
〇
頁
。
（
4
1
）
　
一
八
九
八
年
愛
知
県
生
ま
れ
。
一
九
一
六
年
三
月
、
早
稲
田
大
学
　
　
高
等
予
科
政
治
経
済
科
に
入
学
。
雄
弁
会
に
所
属
。
橋
本
は
中
学
時
　
　
代
か
ら
の
文
通
相
手
で
あ
っ
た
。
（
4
2
）
　
尾
崎
段
山
「
黎
明
時
代
に
生
き
て
」
『
一
大
帝
国
』
二
巻
一
二
号
、
　
　
一
九
一
七
年
一
一
月
。
（
4
3
）
　
尾
崎
士
郎
「
社
会
主
義
者
と
し
て
の
批
判
」
『
日
華
公
論
』
七
巻
　
　
六
号
、
一
九
二
〇
年
六
月
、
三
七
頁
。
（
4
4
）
　
巻
頭
言
「
二
週
年
紀
念
の
辞
」
『
一
大
帝
国
』
三
巻
三
号
、
一
九
　
　
一
八
年
三
月
、
一
頁
。
（
4
5
）
　
エ
ム
「
編
輯
局
よ
り
」
『
一
大
帝
国
』
二
巻
二
号
、
一
九
一
七
年
　
　
二
月
、
巻
末
。
（
4
6
）
　
加
藤
勘
十
「
官
権
の
力
は
萬
能
乎
」
『
一
大
帝
国
』
二
巻
六
号
、
　
　
一
九
一
七
年
五
月
、
二
六
頁
。
（
4
7
）
　
尾
崎
生
「
天
地
不
語
」
『
一
大
帝
国
』
二
巻
七
号
、
　
一
九
一
七
年
　
　
六
月
、
五
七
頁
。
（
4
8
）
　
か
を
る
「
編
輯
局
よ
り
」
『
一
大
帝
国
』
三
巻
八
号
、
一
九
一
八
　
　
年
八
月
、
巻
末
。
（
4
9
）
　
内
務
省
警
保
局
「
自
大
正
六
年
一
月
至
大
正
八
年
四
月
禁
止
新
聞
　
　
紙
出
版
物
二
現
ハ
レ
タ
ル
記
事
ノ
概
要
」
荻
野
富
士
夫
編
・
解
題
　
　
『
特
高
警
察
関
係
資
料
集
成
第
一
八
巻
　
出
版
警
察
関
係
』
不
二
出
　
　
版
、
一
九
九
二
年
、
一
〇
1
一
一
頁
。
（
5
0
）
　
尾
崎
は
一
九
一
七
年
一
二
月
、
特
別
要
視
察
人
に
編
入
さ
れ
（
近
　
　
代
日
本
史
料
研
究
会
編
『
特
別
要
視
察
人
状
勢
一
斑
　
続
二
』
明
治
　
　
文
献
資
料
刊
行
会
、
一
九
六
二
年
、
一
〇
二
頁
）
、
翌
年
一
〇
月
に
　
　
は
売
文
社
に
入
社
。
同
社
の
分
裂
に
際
し
て
は
高
畠
素
之
に
従
い
、
　
　
国
家
社
会
主
義
運
動
に
参
画
。
一
方
、
「
国
士
」
グ
ル
ー
プ
の
加
藤
　
　
も
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
と
も
な
う
従
軍
経
験
を
契
機
と
し
て
左
旋
回
を
　
　
遂
げ
、
除
隊
後
は
後
述
す
る
『
労
働
世
界
』
の
主
筆
と
な
る
。
（
5
1
）
　
立
憲
青
年
党
「
綱
領
」
『
労
働
世
界
』
四
巻
五
号
、
一
九
一
九
年
　
　
五
月
、
巻
頭
。
（
5
2
）
　
松
尾
尊
莞
氏
が
「
地
方
的
市
民
政
社
」
と
し
て
評
価
し
て
以
降
　
　
（
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
。
初
出
は
「
大
　
　
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
政
治
過
程
－
普
通
選
挙
問
題
を
中
心
に
」
　
　
『
日
本
史
研
究
』
五
三
号
、
一
九
六
一
年
三
月
）
、
地
域
に
即
し
た
研
　
　
究
の
蓄
積
が
進
ん
で
い
る
。
本
稿
で
触
れ
た
美
作
立
憲
青
年
党
な
ど
　
　
は
そ
の
萌
芽
的
集
団
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
な
お
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
　
　
加
藤
千
香
子
「
地
方
都
市
に
お
け
る
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
ー
埼
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玉
県
川
越
「
公
友
会
」
の
活
動
を
め
ぐ
っ
て
」
『
歴
史
学
研
究
』
六
〇
四
号
、
一
九
九
〇
年
三
月
が
比
較
的
詳
し
い
。
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